
主目的 2 6 1

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市民生活から排出されるごみ・資源を分別収集するために必要なごみ収集車を適時更新

し、収集運搬体制を確保する。

内容

（手段）

市民生活から排出されるごみ・資源を分別収集するために必要なごみ収集車を随時更新

し、収集運搬体制を確保した。

更新にあたっては10年を目安に買い替えを行い、車種は収集運搬体制に合わせパッカー

車、ダンプ車を選択している。

購入事務、車検の管理を実施した。

【24直接経費の内訳】

　清掃車両購入費（6,930千円）

　登録手数料等（62千円）
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　登録手数料等（62千円）

【25直接経費の内訳】

　清掃車両購入費（10,000千円）

　登録手数料等（81千円）

○25年度実施内容

　24年度と同様に実施する。
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事業の

達成状況

ダンプ１台の買い替えを行い、収集運搬体制の充実に努めた。
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直営での収集運搬体制にあわせて、適宜更新を図る。
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一次評価のとおり。

直営での収集運搬体制の確保が出来なくなる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

収集品目や頻度に応じた収集運搬体制の確保に努める。

一律的な更新ではなく、車両の状態を考慮し12～13年程度まで延長することを検討

する。
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の改善案

引き続き収集品目や頻度に応じた収集運搬体制の確保に努める。
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収集運搬体制が確保されていることにより、適正な収集業務が実施できているため。判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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